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“相互無関心” “周囲との積極的な関わり”

人材が育たない職場 人材が育つ職場

メンタル上の問題が起こりがちな職場
若手人材の離職が発生しがちな職場
イノベーションが起こりづらい職場
生産性が高まりづらい職場

メンタル上の問題が起こりづらい職場
若手人材の離職が発生しづらい職場
イノベーションが起こりやすい職場

生産性が高まりやすい職場

人が育つ職場づくり –イメージ–



職場の改善が進むためには

・目標とする状態、および、それらの状態を実現するために必要なアクションが明確になっており、共有されている。 → P

・職場メンバー全員による主体的な改善活動が、継続的になされている。 → D

・現在の職場の状態、および各人の行動状況が定期的にチェックされている。 → C

・さらなる改善へ向けて、各人がそれぞれの立場で何をすればよいかが明確になっている。 → A

PlanPlan

DoDoCheckCheck

ActionAction PlanPlan

DoDoCheckCheck

ActionAction

リーダーシップとは、「周囲の関係者に影響を与えながら目標達成へ導く行動」。

ゆえにリーダーシップは、リーダーに限らず、各人がそれぞれの立場で発揮すべきもの。

リーダーに求められる４つの要素：「Collaboration」「Development」「Control」「Challenge」
優れた職場に共通に備わっている４つの要素：「一体感」「自律性」「推進力」「成長力」

これらの中から、「人が育つ職場づくり」という観点から特に重要な項目を抽出。

職場状況の改善のためには、一人ひとりがそれぞれの立場において、期待される役割を果たす

ことが重要。

ただし、行動の変容のためには、「目標とする状態」が明確に認識されており、かつ「継続的

な意識付け」がなされることが不可欠であり、以下のPDCAサイクルを一定期間回し続けるこ

とがカギとなる。

また、その改善活動を通して、リーダーが実地で育成されることとなる。

人が育つ職場づくりへの視点

人が育つ職場づくり –仕組みと内容–

リーダー

サブリーダー

フォロワー

職場

CollaborationCollaboration

DevelopmentDevelopmentControlControl

ChangeChange

メンバーとの日々の対話

仕事の意味合いの説明戦略・方針の浸透

チャレンジ行動の推奨

職場の雰囲気づくり

メンバーのメンタリング困難事への率先垂範

より良い方法の模索

直接的コミュニケーション

成長意欲、素直さ基本に忠実な行動

新たな取り組みへのチャレンジ

Leader

Sub-
Leader

Follower

一体感一体感

推進力推進力

成長力成長力

自律性自律性

職場力

①多様性の受け入れ
②継続的業務改善
③長期的視点

①相互支援
②情報の共有
③仲間意識

①セルフモチベーション
②自己目標へのコミットメント
③課題設定

①優先順位の明確化
②粘り強さ
③ナレッジの共有

一定期間繰り返し、チェック & フィードバック

1～2ヶ月1～2ヶ月1～2ヶ月

半年～１年

Check! Check! Check! Check!
1～2ヶ月1～2ヶ月1～2ヶ月

半年～１年

Check! Check! Check! Check!
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①メンバーとの日々の対話

②仕事の意味合いの説明

③戦略・方針の浸透、意識付け

④チャレンジ行動の推奨

①職場の雰囲気づくりへの貢献

②メンバーのメンタリング

③困難事への率先垂範

④より良い方法の模索

①直接的コミュニケーション

②成長意欲、素直さ

③基本に忠実な行動

④新たな取り組みへのチャレンジフ
ォ
ロ
ワ
ー

1.  私の職場では、人間関係が良好であり、互いに協力し合って働いている。

2.  私の職場では、メンバー各人がそれぞれの役割を果たすことにより効果的に機能している。

3.  私は、一緒に働いているメンバーを信頼しており、当チームの一員であることを誇りに感じている。

4.  私の職場のメンバーは皆、多忙な状況や困難な状況の中でも、常にモチベーションを高く維持している。

5.  私の職場のメンバーは皆、自己の目標に強くコミットしており、達成へ向けて最善を尽くしている。

6.  私の職場のメンバーは皆、自分に厳しく、自らに次々に課題を課し、積極的に取り組んでいる。

7.  私の職場では、優先順位が明確になっており、役割分担も適切になされている。

8.  私の職場では、困難な状況に直面しても決してあきらめず、結果が出るまで粘り強く実行し続けている。

9.  私の職場のメンバーは皆、チームとしての効率が上がるよう、必要な情報やノウハウを率先して共有している。

10. 私の職場のメンバーは皆、自らの意見に固執せず、多様な意見を柔軟に受け入れ、より良い方法を取り入れている。

11. 私の職場のメンバーは皆、業務プロセス上の非効率な点を見つけ出し、改善に努めている。

12. 私の職場では、短期的な目標にばかり執着せず、中長期の視点でものごとの是非を考え、取り組んでいる。

13. 私の職場のリーダーは、メンバー一人ひとりに頻繁に声を掛けるなどし、双方向の意思疎通を行っている。

14. 私の職場のリーダーは、仕事を依頼する際に、その業務の位置付けや重要性をよく説明している。

15. 私の職場のリーダーは、組織としての優先度の高い事項について、継続的にメンバーに伝えている。

16. 私の職場のリーダーは、メンバーのチャジングな試みに理解を示し、積極的に支援している。

17. 私の職場の中堅以上のメンバーは、各人が思っていることをオープンに話し合える雰囲気をつくっている。

18. 私の職場の中堅以上のメンバーは、後輩の仕事の状況に目を配り、適宜アドバイスしている。

19. 私の職場の中堅以上のメンバーは、厄介な役回りでもいとわずに前向きに率先して取り組んでいる。

20. 私の職場の中堅以上のメンバーは、従来のやり方にこだわらず、より良いやり方を積極的に試している。

21. 私の職場の若手メンバーは、フェイス to フェイスのコミュニケーションを積極的に行っている。

22. 私の職場の若手メンバーは、他者からの忠告やアドバイスを真摯に受け止め、自己の成長に役立てている。

23. 私の職場の若手メンバーは、基本をおろそかにせず、基本に忠実に行動している。

24. 私の職場の若手メンバーは、新たな取り組みに対しても臆することなく、積極果敢に取り組んでいる。

①相互支援

②チーム効力感

③仲間意識

①セルフモチベーション

②自己目標へのコミットメント

③課題設定

①優先順位の明確化

②粘り強さ

③ナレッジの共有

①多様性の受け入れ

②継続的業務改善

③長期的視点

一
体
感

自
律
性

推
進
力

成
長
力

人が育つ職場づくり –アセスメント内容–

アセスメント項目

自職場

他職場平均

1

2

3

4

5
一体感

推進力

自律性

成長力

自職場

他職場平均

自職場

他職場平均

1

2

3

4

5
一体感

推進力

自律性

成長力 1

2

3

4

5
一体感

推進力

自律性

成長力

〈当職場の特徴〉

「一体感」は強いものの、他カテゴリーは総じて高い状態にはあ

りません。チームとしてのまとまりがよく、職場メンバーの皆に

とって居心地が良い職場となっている反面、厳しさに欠ける面が

あるものと想定されます。

「成長力」が他カテゴリーに較べ低く出ています。現状満足型で

あるか、あるいは短視眼的な風土になっている可能性が高く、職

場として、変化の受け入れや積極的改善など「人が育つ風土」が

十分形成されていないことが窺われます。

伸び率を見ると、「自律性」の伸びが鈍く、各自が主体的に判断

し、主体的に動くことに対して、何らかの抵抗感を感じている可

能性があるものと思われます。

〈改善の方向性〉

コミュニケーションの良さや仲間意識、相互支援等の強みを活か

しつつ、まずは「自律性」を高め、次に「成長力」を伸ばしてい

くことが今後の課題です。

「自律性」については、他人と違った考えの表明や行動の発揮を

互いに認め合うことを確認し、同一性の打破へ向けた行動を相互

にチェックし意識し続けることが重要です。

「自律性」が高まることで「成長力」は徐々に伸長するものと考

えられますが、さらに伸ばすうえでは、従来のやり方をいったん

は疑ってみる習慣をつけることや、非効率な点を見出すという視

点を持ち続けるなど、まずは従来の延長線上での改善・改革から

始めることが肝要と考えられます。

強み項目 トップ３

アウトプット（例）- 職場状況フィードバックレポート（例）

キーワード

一体感
私の職場では、人間関係が良好であり、互いに協力し合って働いてい
る。 相互支援）

私の職場では、メンバー各人がそれぞれの役割を果たすことにより効
果的に機能している。

チーム効力感

私は、一緒に働いているメンバーを信頼しており、当チームの一員で
あることを誇りに感じている。

仲間意識

自律性 
私の職場のメンバーは皆、多忙な状況や困難な状況の中でも、常に
モチベーションを高く維持している。

セルフモチベー
ション

私の職場のメンバーは皆、自己の目標に強くコミットしており、達成へ
向けて最善を尽くしている。

自己目標への
コミットメント

私の職場のメンバーは皆、自分に厳しく、自らに次々に課題を課し、
積極的に取り組んでいる。

課題設定

推進力
私の職場では、優先順位が明確になっており、役割分担も適切になさ
れている。

優先順位の明
確化

私の職場では、困難な状況に直面しても決してあきらめず、結果が出
るまで粘り強く実行し続けている。

粘り強さ

私の職場のメンバーは皆、チームとしての効率が上がるよう、必要な
情報やノウハウを率先して共有している。

ナレッジの共有

成長力 
私の職場のメンバーは皆、自らの意見に固執せず、多様な意見を柔
軟に受け入れ、より良い方法を取り入れている。

多様性の受け
入れ

私の職場のメンバーは皆、業務プロセス上の非効率な点を見つけ出
し、改善に努めている。

継続的改善

私の職場では、短期的な目標にばかり執着せず、中長期の視点でも
のごとの是非を考え、取り組んでいる。

長期的視点

行動指標
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■

■
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4回目
3回目
2回目
1回目

■

■

▲

◆

4回目
3回目
2回目
1回目

アセスメント項目
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〈リーダーの特徴と対策〉

「メンバーとの日々の対話」および「チャレンジ

行動の推奨」が高く、日々のコミュニケーション

が良好であることがうかがえる。一方で、仕事の

位置づけや意味合いの説明や組織の方向付けに関

する意識付けなど、仕事面における短期および中

長期のコミュニケーションが不足している可能性

がある。

日々のコミュニケーションの中で、同僚としての

会話のみならず、リーダーとして仕事面での方向

性や要望を各メンバーに対して明確に伝えていく

ことが重要である。

自職場

他職場平均
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自職場
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5

職場の雰囲気づくりへの貢献

メンバーのメンタリング

困難事への率先垂範

より良い方法の模索 1
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4
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アウトプット（例）- 職場メンバー状況フィードバックレポート（例）

〈サブリーダー（中堅以上）の特徴と対策〉

〈フォロワー（若手メンバー）の特徴と対策〉
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メンバーとの日々の対話

仕事の意味合いの説明

戦略・方針の浸透、意識付け

チャレンジ行動の推奨 1
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5
メンバーとの日々の対話

仕事の意味合いの説明

戦略・方針の浸透、意識付け

チャレンジ行動の推奨

全体的に低めであり、特に、職場の中核メンバー

としての職場全体や後輩に対する役割や責任を自

覚していない可能性がある。「メンバーのメンタ

リング」が回を追うごとに大きく伸びていること

からも、認識さえすれば役割を十分に果たしてい

けるものと思われる。

当該メンバーに対して期待する役割を明確に伝え

ることがまず重要である。そして、周囲と積極的

に関わっていく中で、他者の取り組みからの学び

や新しい情報の入手により自己業務へもドライブ

が掛かっていくことが期待される。

「直接的コミュニケーション」が低めながらも大

きく伸びている。今後、フェイス to フェイスの

コミュニケーションの重要性が認識されてくるに

つれ、更なる伸びが期待できる。「基本に忠実な

行動」も十分に伸びており、各場面における基本

動作の再確認が職場において進んだことがうかが

われる。

今後、新たな役割や一段上の役割を付与し、必要

なサポートを行うことで、チャレンジ行動が促進

されるとともに、成長への意欲も同時に高まって

いくことが期待される。直
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直接的コミュニケーション

成長意欲、素直さ

基本に忠実な行動

新たなチャレンジ 1
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直接的コミュニケーション

成長意欲、素直さ

基本に忠実な行動

新たなチャレンジ 1
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1
2

3
4

5

SAMPLE

リーダー

サブ」リーダー
（中堅以上）

フォロワー
（若手メンバー）

職場

リーダー

サブ
リーダー フォロワー

職場

リーダー

サブ
リーダー フォロワー
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直接的コミュニケーション
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基本に忠実な行動
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一体感
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相互関連性と打ち手の明確化

職場状況とリーダーの行動、サブリーダー、フォロワーの行動は、相互に関わり合っている。
職場状況が思わしくない場合、各人の発揮行動との相関を見ることで、正しい打ち手が明確になる。

リーダー

サブ」リーダー
（中堅以上）

フォロワー
（若手メンバー）

職場
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1)-① 定期的モニタリング

1)-② フィードバック

1)-③ 主体的な改善

2)-① モデル職場
の調査・分析

2)-② 共有

3)-① リーダーズ
セッション

3)-② 各職場
における指導

リーダーズセッション

職場の状況を職場メンバー全員
でアセスメントし、共有し、主体的
な改善を促す。

状況のよい職場を調査・分析し、取り
組み内容を他職場に共有する。

各職場のリーダーを集めて情報交換セッションをおこない、
改善活動を促進するとともに、その活動を通してリーダーを
育成する。

事務局にて各職場の状況をモニタリングし、全体あるいは
特定の職場に対して、必要な対策を打つ。
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